
 

 

 

２月に入った頃、カレンダーに、今後の予定とともに、卒園までの日数をかいて掲示しておきました。子ども

たちは、その謎の数字に「これなに？」と不思議そうな様

子。しばらく眺め「卒園式までの数字だ！」と気付くと

“え？あとこれだけなの？！”といった表情をしていまし

た。カウントが始まったときには２桁だった数字も、いよ

いよ１桁に…。毎日カレンダーを確認しては、あと残りわ

ずかとなったことを実感し、より園生活を楽しもうとする

姿が見られていました。 

 

＜お別れの言葉ができるまで…＞ 

２月の上旬、子どもたちに「幼稚園で過ごした２年間で、何が楽しか

った？」と聞いてみました。すると、「キャンプごっこ！」「工事屋さん！」

「秋まつりも楽しかったよね！」と、次々と楽しかった思い出が出てき

て、子どもたちの言葉が止まりません。黒板にかき出していくと、あっ

という間にいっぱいになってしまいました。あらためて振り返ると、楽

しかった思い出ばかり。充実した幼稚園生活となったことが、とても伝  

わってきました。子どもたちから出てきた思い出や、周りの人への感謝 

の気持ちを『お別れの言葉』としてまとめていく作業は、１日ではとて 

も時間が足りず、２、３日かけてみんなで考えていきました。 

＜卒園式に向けて…＞ 

卒園式の練習が始まると、歌、言葉、証書のもらい

方、歩き方と、覚えることがたくさん！それでも一生

懸命覚え、絶対に諦めない姿や、友達と気持ちを合わ

せようとする姿を見て、幼稚園で過ごした２年間で培

ったものの大きさを感じました。当日、子どもたちの

今までの姿や成長を振り返りながら見守っていただけ

ればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手をつなごう これからも一緒 手をつなごう お別れじゃないよ 

泣きたくなったら 思い出すよ ずっとずっと大好きだよ 

 

今年度、お別れの歌として子どもたちが選んだのは『ずっといっしょ』という曲。友達が大好きで、心優

しいつき組さんにぴったりな曲です。卒園し、小学校が離れてしまう友達もいるけれど、“お別れじゃない

よ”“ずっと一緒”です。幼稚園で、友達と遊ぶ楽しさ、人を思いやる心、勇気を出して挑戦してみること、

諦めない心、友達と力を合わせることなど…いろいろなことを学んできたつき組さん。寂しい気持ちもあり

ますが…立派に成長した子どもたちを、小学校に送り出せること、本当に嬉しく思います。小学校でも、明

るくて、優しいみんなのまま、何にでも挑戦することができるパワーを十分に発揮して、楽しく過ごしてほ

しいと願っています。ドキドキすることも、みんななら大丈夫！先生たちも、ずっと応援しています。 

保護者の皆様も、１年間、及び２年間、ご理解ご協力をいただき、本当にありがとうございました。 

卒園おめでとう！！ 
担任 藤原 園加 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの笑顔が大好き！ 

たのしい毎日をありがとう♡ 


